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図3 強震観測点における計算波形と観測波形との比較           図4 工学的基盤面の最大速度Vs
* 

     

     (a) 非液状化領域        (b) 液状化領域     

 図5 ダクタイル鋳鉄管DIPの被害率RNと工学的基盤面  

の最大速度Vs
*との関係                           (a) 堀割地区 

 

        (b) 息栖            (c) 知手中央10丁目         (d) 知手中央9丁目 

図6 管路被害が甚大であった対象地区の工学的基盤における推定地震波のフーリエスペクトル 

５．まとめ：甚大な液状化被害を受けた埋設管路網・敷設下の工学的基盤（Vs=500m/s 相当）に作用した地震動は，対象領域

とした茨城県神栖市においてNS，EWのいずれの水平方向にも50秒及び3秒程度の長周期成分が卓越しており，これらの長

周期成分が工学的基盤以浅の地盤震動に寄与するメカニズムが対象地区ごとに異なる可能性が示唆された．埋設管路の管軸方

向とその被害モード等の観点を絡めて詳細な分析を今後行う予定である． 
謝辞：本研究を実施するに当たり，茨城県神栖市の液状化対策検討委員会の皆様には液状化被害のメカニズム等に関して多々御教授いただき
ました．本研究は，筑波大学プロジェクト「巨大地震による複合災害の統合的リスクマネジメント」（研究代表者：八木勇治准教授，研究分
担者：庄司学）の助成を一部得て実施され，八木勇治准教授には震源断層モデルについて貴重な御助言を頂きました．防災科学技術研究所の
青井真氏には，有限差分計算における不連続面や吸収境界条件の設定等について多くの御指導を頂きました． 
参考文献：1) 例えば，築地拓哉，寺嶋黎，庄司学，永田茂：2011 年東北地方太平洋沖地震において被災した上水道配水管網の被害の傾向―
茨城県潮来市および神栖市の事例分析―，土木学会論文集A1（構造・地震工学），Vol.69，No.4（地震工学論文集第32-b巻），pp.I_260-I_279，
2013. 2) 青井真，藤原広行：不連続格子を用いた4次精度差分法による波形合成, 第10回日本地震工学シンポジウム論文集, Vol.1, pp.875-88
0,1998. 3) Yagi, Y. and Fukahata, Y.:Rupture process of the 2011 Tohoku-oki earthquake and absolute elastic strain release, Geophysical Research
 Letters, Vol.38, L19307, 2011. 4) 地震調査研究推進本部：全国1次地下構造モデル，http://www.jishin.go.jp/main/chousa/12_choshuki/dat/ 5) 防災
科学技術研究所：強震観測網（K-NET, KiK-net），http://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/ 
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